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論文内容の要旨
Acid cholestery 1 ester hydrolase (Acid CEH) は広く各組織のリソゾームに局在し酸性領域に至適
PH を持つ cholestery1 ester 加水分解酵素で脂質代謝と深いかかわりを持つことが知られている。特
に， Gold -stein と Brown らによる LD Lpathwayにおける Acid C E Hの役割あるいは Small によ









本酵素は各臓器のリソゾームに局在し， P H4.5 -5.0の酸性領域に至適PHを持ち， C6 -C12 の中鎖











て検討したところ， in vitro 系において，本酵素活性は種々の指肪酸によって著しく阻害されたことか
ら，生体内における本酵素活'性の変動には遊離脂肪酸の濃度が関与していることが示唆された。
また，生体内必須金属のひとつである銅イオンは Acid C EH 活性を特異的に間害し，この阻害効












た細胞内の cholestery1 ester の代謝に関与しているものと考えられた。
一方，動脈硬化病巣の初期を組織学的に検索すると，マクロファージ系細胞の泡沫化がその中心像
として報告されているとともに， Acid C EH との関連性についても論じられている。そこで，ラット
腹腔マクロファージ内の Acid C EH 活性に対する酸化 LDL，酸化ステロールや銅イオンの影響に
ついて検討したところ， Acid C EH 活性はこれらの物質で著しく阻害されるとともに，マクロファー
ジ内の cholestery1 ester 濃度の増加を認めた。すなわち，マクロファージ内の Acid C E H 活性の低














ラット肝リソゾームに局在するAcid cholesteryl ester hydrolase (Acid C E H) の酵素特性を明ら
かにし，本酵素の生体内における調節機序において影響する因子の特性を明確にした。また，人為的
脂質代謝障害ラットにおけるAcid C EH 活性の変動について検討し 本酵素活性と生体内コレステ
ロール代謝との間に密接な関連があることを明らかにした。これらの研究成果は博士(薬学)授与に
値するものと判定した。
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